
 

よりよい芝小をつくるために 

校長  川原 哲郎 
 

今年も校庭で活動する子供たちの頭上に「こいのぼり」が風になびいています。玄関には、五月人形の兜が飾られ

ています。早いもので、子供たちが入学・進級してからもうすぐ一か月がたとうとしています。１年生もだいぶ学校

生活に慣れてきました。朝の支度も自分の力で随分早くできるようになりました。学習に一生懸命取り組み、休み時

間には校庭で元気に遊んでいます。他の学年の子供たちも、新しい気持ちで頑張ろうという思いが伝わってきます。

新しいクラスにも慣れ、落ち着いて学習や運動をしたり、休み時間友達と元気に遊んだりしている姿が多く見られ嬉

しく思います。  
４月、始業式や月曜日の全校朝会などで子供たちに話したことがあります。それは、芝小の児童が、芝小のすてき

なところ、いいところを見付け「自分たちの学校は日本一だ！」と胸を張って言えるようになること。そのために

は、一人一人の力が必要で、芝小をさらによくしていくためにはどうしたらよいかを考え、行動していってほしいと

いうことです。その中心になるのが６年生です。６年生は、４月５日の前日準備の時からとても意欲的に活動し、委

員会活動でも積極的に委員長に立候補する児童が多く、やる気を感じます。この６年生が、下級生を引っ張りよりよ

い芝小をつくっていくだろうと期待しています。  
また、子供たちにいつも話していることですが、当たり前のようにできるようになってほしい三つの「あ」、「あ

いさつ」「ありがとう」「あとかたづけ」と、絶対にしてはいけない三つの「い」、「いじめ」「いじわる」「いや

がらせ」の話もしました。これらは、相手のことを考えることにつながり、子供たちが良好な人間関係を築くとき

や、社会で生きていく中で基礎の部分となる大切なことです。よく「子供は、人の間で揉まれて育つ」と言われま

す。いろいろな友達が集まり集団で活動する学校は、まさに「人の間で揉まれる場所」です。自分の言いたいことや

気持ちがうまく相手に伝わらず、言い争いになったり、けんかになったり、仲直りしたり、話し合ったりして人間関

係をつくっていきます。譲り合う気持ち、我慢すること、辛抱すること、友達と協働することの楽しさや喜びなど、

多くのことを学びます。学校は、いわば小さな社会です。集団の中でしか学べないこと経験できないことが、数多く

あります。  
こうした子供たち一人一人の育ちの根底になくてはならないものは、家庭の愛情により育まれた安心感、安定感で

す。子供は、愛されている、認められているという安心感からさらなる自信や意欲をもち、周りの人とかかわり、友

達のよさに気付いたり、自分のよいところに気付いたりして大切にしようとしていきます。そしてそのことが、粘り

強く取り組む心や我慢する心を育てていきます。家庭は子供たちにとって重要な活力源です。芝小の子供たちが、自

分に自信をもち、学校で友達と共に学び、共に競い合う中で成長してほしいと願っています。ぜひ家庭でも、三つの

「あ」三つの「い」について、お子さんと話してみてください。  
よりよい人間関係をつくっていくことが、よりよい学校をつくっていくことにつながります。子供たちがよりよい

芝小をつくっていくために主体的に活動できるよう、私たちは子供たちの頑張りや努力を認め、励ましていきたいと

思います。  
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